
削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

源泉かけ流しの公衆浴場。2020年から事業を継承し、高温温泉を

営業時間以外は捨てていること、シャワー給湯は灯油ボイラーで加

温していたことから温泉熱の利用検討をはじめた。

現在は80℃の温泉を熱交換することで給湯用の温水を100％賄っ

ている。排湯も活用し、館内に露出配管を巡らせ暖房補助にも活用

している。供給量が需要量を上回っているため、その他暖房や融雪

等でも活用することを検討している。

ナトリウム-塩化物・炭酸水素塩泉泉 質

80℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

1,627万円総 事 業 費

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

49.6
t-CO2/年相当

217 万円
年相当/

熱交換器

上水

温泉:約60℃

温泉:約35℃
温泉

水

低 高

温泉

水

貯湯槽温泉槽

約15℃
（年平均）

温泉

約80℃

利 用 先 利 用 先

温水供給

利 用 先

浴槽

温泉:約25℃

館内

約65℃

※ 本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

株式会社丹羽企画

実 施 主 体

株式会社丹羽企画
・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

株式会社丹羽企画

協 力

・株式会社 総合設備
コンサルタント

設計/施工監理

・旭電工株式会社

施工

・株式会社
メガシステムズ

機器制御/管理画面開発

3年事業

１年目

2年目

3年目

2020年

2021年

2022年

3月

2月 5月

補助事業
申請※1

・稼働開始

・補助金交付額決定※1

（完了実績報告書提出）

4月

事業計画
の策定

活用補助
事業の決定

92

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

8月

補助事業
申請※2

※1:令和4年度新潟県再生可能エネルギー設備導入促進事業補助金 ※2：経済産業省令和元年度補正ものづくり補助金

新潟県
村上市

補助事業の
調査相談

10月

6月

施工業者
決定

7月

補助金
交付決定※1

12月

補助金
交付決定※2

5月

補助金交付額決定※2

（完了実績報告書提出）

4月

検討開始

排湯


